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１ はじめに 

 大学入試研究委員会では、県内の高校生に対して、

昭和 63 年度入試から共通一次試験、平成 2 年度入試

からは大学入試センター試験に関するアンケートを

毎年実施している。このアンケートの結果を分析し、

数学の指導方法について研究を続けてきた。今回も

昨年度に続き意識調査のアンケートを「数学Ⅰ・数学

Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」の科目別に行った。 

今年度の大学入試センター試験は、志願者が

563,768 人（昨年度 559,132 人）で、昨年度と比べて

4,636人増加した。受験率は95.22％（昨年度94.89％）

とほぼ昨年度なみであった。 

 受験者数は、「数学Ⅰ・数学Ａ」が 392,479 人（昨

年度 338,406 人）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 353,423 人

（昨年度 301,184 人）と、どちらも昨年と比べ増加し

た。平均点は「数学Ⅰ・数学Ａ」が 55.27 点（昨年度

61.27 点）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 47.92 点（昨年度

39.31 点）であった。（数字は大学入試センター発表） 

 平均点から見ても「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数

学Ｂ」ともに苦戦した生徒が多い。また、「数学Ⅰ・

数学Ａ」で必答問題の大問構成が変わり、数学Ⅰの内

容から大問２つ、数学Ａの内容からの選択問題 3 つ

となった。 

「数学Ⅰ・数学Ａ」は、解答数が昨年に比べて増加

し、難易度も増したため大きく難化した。「数学Ⅱ・

数学Ｂ」は、問題数、分量は例年並みであるが、昨年

度より難易度は若干易化した。しかし、過去 10 年に

おける全国平均と比較しても、決して易しい問題で

あったとはいえない。 

 

２ アンケートの概要 

 大学入試研究委員会では、例年、愛媛県内各高校の

協力を得て、現役高校生の実態を調査している。 

アンケートはセンター試験の各設問別に正答、誤

答、無答を記入する問題編と、受験生がセンター試験

を受験しての意識を問うアンケート編の 2 部構成と

なっている。今回のアンケートは県内 2375 名の受験

生の協力を得ることができた。また、アンケートはセ

ンター試験直後に実施していただいた。 

 なお、表中の愛媛県平均点は、アンケートによる結

果であり、全県下の受験生の平均点ではない。 

 

表１ 平均点比較 

 愛 媛 全 国 

数学 

ⅠＡ 
55.2 (60.7) 55.27 (61.27) 

数学 

ⅡＢ 
44.0 (34.3) 47.92 (39.31) 

（  ）は、前年度の平均点を表す。 

全国平均は大学入試センター発表。 

 

表２ 全国平均点、愛媛県平均点の推移 

数学Ⅰ・

Ａ 
愛 媛 全 国 差 

H19 59.5 54.1 5.4 

H20 71.6 66.3 5.3 

H21 68.0 64.0 4.0 

H22 49.4 49.0 0.4 

H23 70.6 66.0 4.6 

H24 71.0 70.0 1.0 

H25 49.6 51.2 -1.6 

H26 60.6 62.1 -1.5 

H27 60.7 61.3 -0.6 

H28 55.2 55.3 -0.1 

 

数学Ⅱ・

Ｂ 
愛 媛 全 国 差 

H19 49.5 48.9 0.6 

H20 51.9 51.0 0.9 

H21 49.3 50.9 -1.6 

H22 55.2 57.1 -1.9 

H23 53.0 52.5 0.5 

H24 48.8 51.2 -2.4 

H25 52.4 55.6 -3.2 

H26 48.1 53.9 -5.8 

H27 34.3 39.3 -5.0 

H28 44.0 47.9 -3.9 

 

 表１は本アンケートによる本県の平均点と大学入

試センターが発表している平均点の比較である。 

結果は、表２のとおりであるが、昨年度に引き続き、

「数学Ⅰ・数学Ａ」、「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに全国平



均を下回っている。しかし、2 科目ともに全国平均と

の差は縮まってきており、県内の高校生の学力が少

しずつ向上してきているといえる。 

 

３ センター試験の全体的傾向 

 (1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

 今年度の最大の特徴は、「数学Ⅰ」分野の構成が第

1 問、第 2 問でそれぞれ中問 3 題からなる 6 題構成に

変わったことである。難易度は昨年に比べ大きく難

化した。特に正解率が低かったのは、第 1 問［２］集

合と命題、第 4 問整数の性質、第 5 問図形の性質で

ある。集合と命題については記号に関する選択が適

切に行えなかった生徒が多く、基礎基本の定着が不

足しているといえる。また、第 2 問［３］において、

分散、共分散、相関係数に関する理論的な問題が登場

し、戸惑った受験生が多かったと思われる。選択問題

は昨年同様 3 分野から 2 つの選択であったが、第 3

問場合の数と確率では条件付き確率、第 4 問整数の

性質ではｎ進数の内容が登場した。最も正解率の高

かった第 3 問に比べ、第 4 問，第 5 問の正解率は極

めて低く、選択問題それぞれの難易度は統一されて

いなかった。特に第 5 問では、設問ごとに図を描き変

えて考察する必要があり、難しく感じた受験生が多

かったと推察できる。 

 

表３ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題

のみを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、

自信のある問題を解答した 

79.6％ 20.4％ 

 

表４ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（30） 

1 次関数 

集合と命題 

2 次不等式 

17.5 

（18.1） 

58.3 

（60.3） 

第２問（30） 

図形と計量 

データと分析 

17.4 

（17.9） 

58.0 

（60.0） 

第４問（20） 

場合の数と確

率 

12.9 

（13.8） 

64.5 

（66.5） 

第５問（20） 

整数の性質 

7.5 

（8.4） 

37.5 

（42.0） 

第６問（20） 

図形の性質 

8.1 

（8.4） 

40.5 

（42.0） 

（ ）は、Benesse 集計の全国平均を表す。  

 

表５ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第４問と第５問 

（場合の数＋整数） 
33.5％ 

第４問と第６問 

（場合の数＋図形） 
56.2％ 

第５問と第６問 

（整数＋図形） 
10.3％ 

 

第１問 

［１］1 次関数 

 センター試験には珍しく、1 次関数の最小値の問題

であった。直線の傾きによる場合分けを行う易しい

問題であり、正答率も高い。しかし、最後のｷｸ，ｹｺの

正解率が低く、連立不等式の処理につまずいた生徒

が多いようである。 

［２］集合と命題 

 自己採点結果からもｻｼの正答率が 9.7％とあるよ

うに、集合の記号ミスが多く起きている。誤答の多く

は○1 ，○0 を解答したものであろう。また、セット採点

であったことも得点を下げた原因の一つである。問

題の序盤からｘ＝０の場合に着目させる誘導がなさ

れており、それに気付けばたやすく答えられる。 

［３］2 次不等式 

 グラフをもとに考察する問題ではなく、機械的に

解答できる問題であった。今年度の数学Ⅰ・Ａには 2

次関数のグラフが 1 度も登場することなく、過去の

センター試験からみると珍しい。 

 

第２問  

［１］図形と計量 

三角形の外接円上を動く点Ｐに対して、正弦定理・

余弦定理を用いる問題である。図形的な考察が求め

られる問題であり、昨年度に引き続き、定理や公式の

単純な利用だけでない要素が含まれている。ただし、

例年見られる誘導設問がなく、今年度は各設問が独

立した問題であった。 

［２］，［３］データの分析 

 昨年同様 15 点の配点であり、ページ数も 4 ページ

に渡っている。多くの受験生が演習を積んできてお

り、前半の 3 問は正答率が 90％程度となっている。

散布図の読み取り、ヒストグラムと箱ひげ図の読み

取りはほとんどの生徒が習得できていた。しかし、

［３］(3)は摂氏から華氏へと変量を変換する問題で

あり、著しく正答率が下がっている。変量ｘに対して、



変量 
9

5
𝑥 + 32 を考えたときに分散，共分散，相関係数

が何倍になるかを考えさせている。2013 年に出され

た「大学入試センター試験の問題例」にも類題があり、

来年度以降もこのレベルまで問われる可能性は十分

に考えられる。 

 

第 3 問「場合の数と確率」 

袋の中から玉を取り出す問題であり、丁寧な誘導

がついており、計算量も少なく解きやすい。新課程の

内容として注目されていた条件付き確率が 3 カ所で

問われてるが、どれも正答率が高く取り組みやすか

ったようである。また、他の選択問題は平均得点率が

5 割に満たないのに対して、第 3 問は約 7 割であった

という問題間の格差は、今年度の数学Ⅰ・Ａの特徴の

一つである。 

 

第 4 問 「整数の性質」 

 (1)は 1 次不定方程式の典型的な問題である。しか

し、誘導がなく、演習量が足りない者にとってはミス

が起きやすかったため、前半は 5 割程度、後半は 1 割

程度の正解率であった。(2)はｎ進法の問題である。

特に小数表記の 6 進数には戸惑った受験生が多かっ

たであろう。問題量、計算量は少なめであるが、不定

方程式の係数が大きかったことや、ｎ進法の目新し

さによって、難易度は昨年よりも難化している。改め

て教科書の全範囲に対し、ぬかりなく学習しておく

ことが肝心であるといえる。 

 

第 5 問 「図形の性質」 

 ﾒﾈﾗｳｽの定理、ﾁｪﾊﾞの定理、方べきの定理、三角形

の相似といった重要な定理を問う内容である。(1)と

(2)では問題の設定が変化し、(3)においては新たに

図を描き直すことが必要になる。また(2)においては、

外接円の直径が最小となるときに注目させるという

目新しい問題であった。従来の出題には誘導設問を

もとにした一貫性が見られたが、今年度は設問ごと

に視点を切り替えさせるなどの難しさがある。中盤

以降の正答率が概ね 4 割を切るなど、苦戦した受験

生が多い。 

 

(2) 数学Ⅱ・数学Ｂ 

 問題構成、設問数は昨年と同じであるが、昨年度の

ような多くの計算量を求める出題はなく、問題量も

若干減少したため平均点も上昇した。しかし、全国平

均が 50 点を下回っていることからも、決して取り組

みやすい問題ではなく、得点しづらい科目であった

といえる。第 1 問では指数・対数関数のグラフに関す

る選択問題、第 3 問の数列では、近年頻出であった漸

化式ではなく、群数列が登場したことが注目すべき

点である。 

 

表４ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題

のみを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、

自信のある問題を解答した 

92.6％ 7.3％ 

  

表５ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（30） 

指数・対数関数 

三角関数 

12.7 

（14.2） 

42.3 

（47.3） 

第２問（30） 

微分法・積分法 

15.2 

（16.2） 

50.7 

（54.0） 

第３問（20） 

数列 

6.8 

（6.9） 

34.0 

（34.5） 

第４問（20） 

ベクトル 

9.5 

（9.9） 

47.5 

（49.5） 

第５問（20） 

確率分布と統計的

な推測 

4.6 

（3.8） 

23.0 

（19.0） 

 

表６ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第３問と第４問 

（数列＋ベクトル） 
88.5％ 

第３問と第５問 

（数列＋確率分布と統計的な推測） 
5.6％ 

第４問と第５問 

（ベクトル＋確率分布と統計的な推

測） 

5.8％ 

 

第１問「指数・対数関数」，「三角関数」 

［１］指数関数・対数関数 

 指数・対数関数のグラフに関する問いは目新しく、

特に文系の生徒にとっては戸惑った者もいたようで

ある。(3)は対数関数をもとにした最小値を問う出題

であり、典型的な問題である。全体的に内容そのもの

は平易であるため、落ち着いて解答したいところだ

が、本県生徒の正答率は前半から後半まで 5 割程度

と振るわなかった。 

［２］三角関数 

 (1)は誘導に従って三角方程式を変形し、解の個数

を考察する問題である。式変形が複数回必要である

ことにより、ﾁの正答率は４割程度と低く、解の個数



を答える問題では変形した式が常にx＝
𝜋

４
という解を

もつことを考慮して答えさせるため、それを見落と

した受験生が多くいたようである。(2)は三角方程式

の解を求める問題であり、計算量も少なく取り組み

やすい。式の中に文字定数ｋが含まれていることで

難しく見えた受験生がいたため、得点が伸びなかっ

たことが考えられる。 

 

第２問「微分法・積分法」 

 二つの放物線で囲まれた部分と、正方形Ｒとの共

通部分の面積を考察する問題である。計算量は例年

並であり、誘導は極めて親切であった。前半からﾂま

での正答率は 50％を超えており、本県受験生が典型

的な問題に対しては強いことがうかがえる。しかし、

その後の正答率は著しく下がっており、正確な図を

描いて設問の求める部分の面積計算を行えなかった

ことや、3 次関数の増減を調べる際にミスが多く起き

ていたことが推察される。 

 

第３問「数列」 

 問題量、計算量は昨年並みであるが、群の設定を行

う点が混乱しやすい題材である。分母がｋとなる分

数が第ｋ-1 群となることに留意して解答しなければ

ならないため、前半のｱｲ，ｳｴの正答率は高いが、(2)

以降は極端に下がっている。題材を的確に把握した

り、誘導設問を利用する解答を行うことを苦手とす

る受験生にはとても厳しい結果となった。また漸化

式や群数列はセンター試験の定番であるが、その難

易度はここ数年高いものが多く、論理的思考力を鍛

え、少し難しめの問題演習にも取り組んでおく必要

がある。 

  

第４問「ベクトル」 

 昨年は平面ベクトルの出題であったが、今年度は

空間ベクトルの問題に戻った。難易度は昨年よりも

易化し、取り組みやすいといえる。しかし、序盤のｳ

～ｷにおいて正答率が大きく下がっており、少し煩雑

な計算になると手こずる受験生が多かったようであ

る。また、重心を題材にした問いもあり、後半は図形

的な考察をさせる問題である。正確な計算力と、図形

の性質を踏まえた考察ができたかどうかで差がつい

たと考えられる。中盤のｾｿまでは正答率も 5 割を超

えており、昨年よりも上昇している。今回の数学Ⅱ・

Ｂの平均点が回復した要因の一つはこの大問にある

ともいえる。 

 

第５問「統計とコンピュータ」 

 (1)は確率の計算、(2)からは平均・分散を求めさせ

る統計的な内容が問われた。正答率は(2)以降で大き

く低下しており、分散を求める際の計算ミスは顕著

である。また、(3)ができなければ(4)も正答できない

内容であり、受験生にとっては厳しい結果となった。

この分野を選択するのであれば、確率、期待値、分散

の計算はもちろんのこと、二項分布、信頼区間などの

基本事項をしっかりと学習し、演習を積んでおくべ

きである。 

 

４ 研究のまとめと今後の課題 

 今年度の出題傾向とアンケート結果から次のこと

が考えられる。 

(1) 確かな計算力と解答速度 

  本県高校生対象のアンケート数学Ⅱ・Ｂにおい

て、出題分量に対して時間が少なすぎると答えた

生徒が昨年度 63.0％、今回は 53.5％と半数以上に

のぼっている。従来から数学Ⅱ・Ｂは多くの計算量

を必要とする問題が並んでおり、解答時間内に仕

上げるには充実した問題演習が必要である。また

正答率を見ても、煩雑な計算を強いられた場面で

は大きく低下することが目立つ。数学的な見方や

考え方を養うだけでなく、手際の良い計算や数式

の処理が得点を左右しているといえよう。平素よ

り解答時間の目安を決め、それを意識した問題演

習をさせていきたい。 

 

(2) ３年目となる新課程入試の分析と対策 

新課程入試になり 2 回のセンター試験が実施さ

れた。 

 今回の数学Ⅰ・Ａでは「データの分析」では馴染み

の薄い変量の変換が、「場合の数と確率」において

は条件付き確率、「整数の性質」においてはｎ進法

が登場している。これらの内容については今後と

も十分に対策が必要であろう。また、過去 2 年の新

課程入試を遡って、まだ出題されていない内容で

ある『剰余』、『空間図形』、『作図』といった所にも

注意しておきたい。センター試験の出題は幅広く

基礎・基本を問うものであるため、どの分野に対し

ても基本事項の定着は不可欠である。また、今年度

の数学Ⅰ・Ａでは出題形式が大きく変化したこと

からも次年度以降も形式や配点の変更が考えられ

る。問題の序盤でつまずいて、大きく得点を落とさ

ないように、様々なタイプの出題になれておくこ

とが望ましい。 

 



平成28年度大学入試センター試験 アンケート集計

結果 

数学Ⅰ・Ａ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比

べ 

 人数 ％ 

やさしかった 68 2.9 

同じ程度だった 506 21.3 

むずかしかった 1801 75.8 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 393 16.5 

受験準備が必要 1982 83.5 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 47 2.0 

ちょうどよい 1681 70.8 

多すぎる 647 27.2 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 964 40.6 

ちょうどよい 1271 53.5 

多すぎる 140 5.9 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 509 21.4 

考え方を見る傾向 948 39.9 

知識と考え方のバランスが

とれている 
918 38.7 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練

習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 388 16.3 

少しはしたほうがよい 1471 61.9 

大いにしなければならない 516 21.7 

７ どの問題を選択しましたか 

 人数 ％ 

第４問と第５問 796 33.5 

第４問と第６問 1334 56.2 

第５問と第６問 245 10.3 

８ 選択問題について 

 人数 ％ 

選択した問題のみを解いて 

マークした 
1891 79.6 

選択した問題以外も解い

て、自信のある解答をマー

クした 

484 20.3 

自己採点結果 

第１問 正答(％) 誤答(％) 無答(％) 

ｱｲ 94.9 4.6 0.4 

ｳｴ 79.2 19.0 1.7 

ｵｶ 64.3 32.5 3.2 

ｷｸ 60.5 32.1 7.4 

ｹｺ 48.0 43.4 8.6 

ｻｼ 9.7 83.3 7.0 

ｽｾ 37.1 57.1 5.7 

ｿ 39.3 54.7 6.1 

ﾀ 17.5 74.9 7.6 

ﾁﾂﾃ 92.2 5.6 2.3 

ﾄﾅﾆ 88.1 9.6 2.3 

ﾇ 62.8 30.3 6.9 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱ 93.3 5.4 1.3 

ｲｳｴ 31.5 55.8 12.7 

ｵｶ 47.6 40.4 12.0 

ｷｸ 46.9 39.5 13.6 

ｹｺｻｼ 36.9 44.5 18.7 

ｽｾ 88.9 9.4 1.6 

ｿ 94.9 4.3 0.8 

ﾀﾁ 91.6 7.3 1.1 

ﾂ 24.5 66.1 9.4 

ﾃ 21.1 68.5 10.4 

ﾄ 28.1 62.0 9.9 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳｴ 78.5 19.2 2.2 

ｵｶｷ 88.1 10.2 1.7 

ｸｹｺ 62.8 31.7 5.5 

ｻｼｽ 83.7 13.0 3.4 

ｾｿﾀ 47.7 40.8 11.5 

ﾁﾂﾃ 40.6 43.2 16.2 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 53.8 34.6 11.5 

ｳｴ 54.9 33.1 12.0 

ｵｶｷ 11.8 62.8 25.3 

ｸｹ 12.8 61.0 26.2 

ｺｻｼ 50.2 38.8 11.0 

ｽｾｿ 29.3 59.4 11.4 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱ 80.0 17.0 3.0 

ｲｳ 66.4 28.4 5.2 

ｴｵ 48.9 42.6 8.4 

ｶ 37.5 49.5 13.0 

ｷｸ 9.8 70.1 20.0 

ｹ 20.9 59.3 19.8 



ｺｻ 46.2 36.8 16.9 

ｼ 15.1 62.5 22.4 

数学Ⅱ・Ｂ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比

べ 

 人数 ％ 

やさしかった 64 2.7 

同じ程度だった 513 21.6 

むずかしかった 1798 75.7 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 323 13.6 

受験準備が必要 2052 86.4 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 44 1.9 

ちょうどよい 1409 59.3 

多すぎる 922 38.8 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 1271 53.5 

ちょうどよい 912 38.4 

多すぎる 192 8.1 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 303 12.8 

考え方を見る傾向 948 39.9 

知識と考え方のバランスが

とれている 
1124 47.3 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練

習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 379 16.0 

少しはしたほうがよい 1427 60.1 

大いにしなければならない 569 24.0 

７ どの問題を選択しましたか 

 人数 ％ 

第３問と第４問 2103 88.5 

第３問と第５問 134 5.6 

第４問と第５問 138 5.8 

８ 選択問題について 

 人数 ％ 

選択した問題のみを解いて 

マークした 
2199 92.6 

選択した問題以外も解い

て、自信のある解答をマー

クした 

176 7.3 

自己採点結果 

第１問 正答(％) 誤答(％) 無答(％) 

ｱｲ 48.4 44.2 6.4 

ｳｴｵ 65.9 30.1 4.0 

ｶ 55.5 39.9 4.5 

ｷ 58.7 37.3 4.0 

ｸ 56.6 38.9 4.4 

ｹ 52.4 42.6 5.0 

ｺｻ 59.4 35.8 4.8 

ｼ 35.0 57.9 7.1 

ｽｾ 58.4 35.4 6.2 

ｿﾀ 61.9 30.7 7.4 

ﾁ 34.1 56.0 9.9 

ﾂ 50.3 41.3 8.4 

ﾃﾄ 26.5 59.7 13.8 

ﾅ 32.2 53.9 13.9 

ﾆ 22.3 62.8 14.9 

ﾇﾈ 27.5 52.3 20.2 

ﾉﾊﾋ 23.9 53.1 23.0 

ﾌﾍ 18.7 56.5 24.8 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 81.4 16.5 2.1 

ｳｴ 72.9 23.2 3.9 

ｵｶｷ 68.0 26.7 5.3 

ｸｹｺ 74.8 18.7 6.5 

ｻｼｽｾ 51.3 38.5 10.2 

ｿ 69.4 23.2 7.3 

ﾀ 75.3 18.5 6.2 

ﾁ 60.8 30.9 8.3 

ﾂ 59.7 32.0 8.3 

ﾃ 18.9 58.5 22.6 

ﾄ 40.6 38.4 21.0 

ﾅﾆﾇ 10.0 61.4 28.5 

ﾈﾉﾊﾋ 9.8 56.8 33.3 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 92.0 6.8 1.3 

ｳｴ 77.2 19.5 3.3 

ｵｶｷｸｹ 18.1 64.7 17.2 

ｺｻｼｽ 49.6 32.5 17.9 

ｾｿﾀﾁ 25.5 49.1 25.3 

ﾂﾃﾄﾅ 33.9 37.4 28.7 

ﾆﾇﾈﾉ 11.2 54.9 33.8 

ﾊﾋﾌﾍﾎ 3.5 55.2 41.4 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱ 84.1 12.6 3.3 

ｲ 84.2 12.7 3.1 

ｳｴ 50.9 36.0 13.1 



ｵｶ 54.2 32.2 13.7 

ｷ 46.1 38.8 15.1 

ｸｹ 47.5 36.3 16.2 

ｺｻ 56.6 27.7 15.7 

ｼ 47.2 37.4 15.4 

ｽ 63.9 23.0 13.1 

ｾｿ 66.9 20.1 13.1 

ﾀ 35.2 45.5 19.3 

ﾁﾂﾃﾄ 24.1 50.5 25.4 

ﾅ 45.1 33.6 21.3 

ﾆﾇ 18.4 54.1 27.6 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳ 68.7 27.0 4.3 

ｴｵ 64.9 28.4 6.6 

ｶ 28.4 60.2 11.4 

ｷ 68.7 23.2 8.1 

ｸｹ 34.1 52.6 13.3 

ｺ 36.5 50.7 12.8 

ｻ 32.2 53.1 14.7 

ｼ 16.1 65.4 18.5 

ｽ 16.6 64.9 18.5 

ｾｿﾀ 37.9 37.0 25.1 

ﾁﾂ 29.4 40.8 29.9 

ﾃﾄﾅ 4.3 55.9 39.8 

ﾆﾇﾈ 1.9 53.6 44.5 

ﾉﾊﾋ 0.0 50.2 49.8 

ﾌﾍﾎ 0.0 50.2 49.8 
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